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決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

沖
浦
あ
つ
し
（
こ
が
あ
す
）

　

行
財
政
改
革
で
約
３
億
円
の
効
果
、

市
町
村
総
合
交
付
金
３
・
６
億
円
の

増
額
査
定
を
受
け
た
経
営
努
力
、
市

職
員
残
業
時
間　

万
時
間
を
切
っ
た

１０

内
部
努
力
、
そ
し
て
就
学
前
児
童
の

人
口
増
加
の
事
実
は
、
子
育
て
対
策

を
始
め
と
す
る
民
生
費
へ
の
予
算
充

当
に
よ
る
政
策
効
果
で
あ
る
点
を
評

価
す
る
。
将
来
の
人
口
減
少
時
代
に

お
い
て
も
本
市
の
生
産
年
齢
人
口
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
、「
こ
の
ま

ち
で
子
育
て
を
し
た
い
。
移
り
住
み

た
い
」
と
選
ば
れ
る
ま
ち
へ
の
素
地

が
現
れ
て
き
た
決
算
年
度
で
あ
り
、

そ
の
認
定
に
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

河
野
律
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

法
令
遵
守
や
適
正
な
手
続
き
は
市

政
執
行
の
基
本
で
あ
り
、
市
民
の
市

政
へ
の
信
頼
の
要
で
あ
る
。
市
議
会

と
の
信
頼
関
係
を
失
墜
さ
せ
る
対
応

な
ど
、
山
積
す
る
課
題
解
決
に
問
題

を
残
す
決
算
年
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

課
題
の
人
件
費
総
額
は
連
続
し
て
増

額
と
な
り
行
財
政
改
革
は
停
滞
、
公

共
施
設
の
基
金
へ
の
積
み
増
し
財
源

が
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

新
庁
舎
等
の
建
設
は
都
度
、
最
善
の

方
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ

が
次
世
代
を
含
め
市
民
へ
の
責
任
で

あ
る
。
職
員
が
よ
り
働
き
が
い
の
あ

る
執
行
体
制
の
構
築
を
期
待
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

第
一
に
、　

億
円
も
繰
り
越
す
一

２４

方
、
就
学
援
助
の
切
下
げ
、
保
育
料

平
成　

年
度
一
般
会
計

２９

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
値
上
げ
な
ど
市
民
生
活
に
冷
た
い

内
容
で
、
大
型
開
発
優
先
の
決
算
と

な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
市
民
犠
牲

の
行
革
が
推
進
さ
れ
、
婦
人
相
談
員

の
非
常
勤
化
な
ど
「
行
革
あ
り
き
」

の
進
め
方
が
行
わ
れ
て
い
る
。
第
三

に
、
地
元
合
意
な
く
清
掃
関
連
施
設

整
備
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
市
民

の
声
を
聞
か
な
い
市
政
運
営
と
な
っ

て
い
る
。
第
四
に
、
社
会
福
祉
委
員

へ
の
報
酬
の
誤
支
給
問
題
な
ど
、
法

令
に
の
っ
と
ら
な
い
市
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

決
算
年
度
は
評
価
で
き
る
点
は
多

い
も
の
の
、
看
過
で
き
な
い
重
大
な

課
題
が
あ
る
。
一
つ
目
は
行
財
政
改

革
の
取
組
で
、
歳
出
総
額
が
大
き
く

膨
ら
む
中
、
前
年
対
比
に
て
経
常
収

支
比
率
が
１
・
６
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し

た
ほ
か
、
人
件
費
比
率
の
値
も
０
・

２
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。
二
つ
目
は

社
会
福
祉
委
員
へ
の
報
酬
誤
支
給
の

問
題
で
、
発
覚
後
の
対
応
の
ず
さ
ん

さ
か
ら
、
市
長
に
よ
る
内
部
統
制
の

脆
弱
さ
が
露
呈
し
た
。
三
つ
目
は
新

庁
舎
建
設
で
、
複
合
施
設
と
し
て
の

在
り
方
が
１
年
以
上
判
明
せ
ず
、
市

長
の
責
任
が
問
わ
れ
る
内
容
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

当
初
予
算
で
は
賛
成
し
、
決
算
で

は
不
認
定
の
主
な
理
由
は
、
旧
福
祉

会
館
用
地
地
上
権
の
合
意
解
除
の
問

題
と
社
会
福
祉
委
員
の
報
酬
誤
支
給

問
題
で
あ
る
。
市
と
市
民
の
関
係
性

に
お
い
て
発
生
し
た
が
、
市
長
の
明

確
な
理
念
が
見
え
な
い
。
社
会
福
祉

委
員
の
報
酬
誤
支
給
問
題
で
は
、
監

査
委
員
か
ら
も
前
例
踏
襲
に
陥
い
ら

な
い
点
検
と
見
直
し
を
行
い
、
適
正

な
事
務
執
行
を
強
く
求
め
ら
れ
た
。

審
議
し
た
主
な
議
案

ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
は　

市
中

２６

最
も
低
く
、
市
民
が
支
払
う
国
民
健

康
保
険
税
額
が
最
も
高
額
だ
っ
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

　

庁
舎
・
福
祉
会
館
建
設
の
見
通
し

が
立
っ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
リ
ー

ス
庁
舎
解
消
は
積
年
の
課
題
で
あ
る

が
、
不
認
定
と
し
た
主
な
理
由
は
３

点
。
虚
社
会
福
祉
委
員
報
酬
誤
支
給

発
覚
後
の
対
応
な
ど
市
長
判
断
の
不

適
切
さ
。
許
障
害
者
差
別
解
消
条
例

案
の
提
案
時
に
遺
憾
を
表
明
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
地
域
自
立
支
援
協
議

会
な
ど
、
附
属
機
関
等
に
お
け
る
市

民
の
声
の
軽
視
。
距
は
け
と
野
川
を

壊
す
都
市
計
画
道
路
に
対
し
、
市
長

の
主
体
性
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
。
市

長
に
は
、
議
員
の
指
摘
を
受
け
止
め

つ
つ
も
、
ぶ
れ
な
い
こ
と
を
求
む
。

 　

８
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

３１

算
特
別
委
員
会（
岸
田
正
義
委
員
長
）

に
付
託
し
、
９
月　

日
、　

日
の
計

１３

２０

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
今
後

の
財
政
需
要
に
備
え
た
「
財
政
調
整

基
金
積
立
金
」（　

億
６
万
９
千
円
）、

１０

新
庁
舎
建
設
推
進
と
起
債
抑
制
に
向

け
た
「
庁
舎
建
設
基
金
積
立
金
」（
８

億
円
）、（
仮
称
）
新
福
祉
会
館
建
設

に
備
え
た「
地
域
福
祉
基
金
積
立
金
」

（
１
億
１
万
３
千
円
）、
保
育
士
職

員
の
産
前
産
後
休
暇
・
育
児
休
業
に

対
応
す
る
非
常
勤
嘱
託
職
員
採
用
に

伴
う「
保
育
園
運
営
に
要
す
る
経
費
」

（　

万
円
）、
国
及
び
都
の
新
た
な

７５０
総
合
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
、
耐

震
化
助
成
事
業
を
拡
充
す
る
こ
と
に

伴
う
「
木
造
住
宅
耐
震
助
成
に
要
す

る
経
費
」
な
ど
で
す
。

　

９
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
一
般
会
計

３０

補
正
予
算
（
第
２
回
）

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

予
算
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
な

ど
賛
成
で
き
る
部
分
も
あ
る
。
し
か

し
、
繰
越
金　

億
６
千　

万
７
千
円

１９

５１６

を
、
市
民
の
生
活
に
優
先
す
る
の
で

は
な
く
、
財
政
調
整
基
金
に　

億
円
、

１０

庁
舎
建
設
基
金
に
８
億
円
、
地
域
福

祉
基
金
に
１
億
円
を
積
み
立
て
て
い

る
。
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
保
育
園

に
対
す
る
巡
回
相
談
な
ど
多
く
の
市

民
の
願
い
が
実
現
で
き
て
い
な
い
。

お
金
が
余
っ
た
か
ら
、
貯
金
す
る
と

い
う
無
計
画
な
財
政
運
営
は
見
直
し
、

市
民
の
願
い
実
現
に
お
金
を
回
す
べ

き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

本
予
算
の
特
徴
は
、
木
造
住
宅
の

耐
震
助
成
や
教
育
指
導
費
、
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
、
多
く
は
公

明
党
が
国
・
都
へ
要
望
し
、
連
携
で

実
現
し
た
補
助
金
を
活
用
し
て
い
る

点
で
あ
る
。
今
後
は
的
確
な
財
源
の

確
保
に
努
め
、
長
年
の
課
題
や
市
民

要
望
に
応
え
る
市
独
自
施
策
の
導
入

も
要
望
す
る
。
職
員
期
末
手
当
の
増

額
予
算
に
つ
い
て
は
、
職
員
待
遇
を

維
持
す
る
一
方
で
、
そ
れ
に
見
合
う

行
財
政
改
革
の
成
果
も
問
わ
れ
る
が
、

職
員
数
は
増
加
し
、
改
革
は
全
く
進

ん
で
い
な
い
。
市
長
の
提
案
姿
勢
を

厳
し
く
問
い
正
し
た
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

村
山
ひ
で
き
（
み
ら
い
）

　

市
民
参
加
重
視
の
第
５
次
基
本
構

想
・
前
期
基
本
計
画
の
策
定
、「
は
け

の
森
美
術
館
」
来
館
促
進
策
、
総
合

学
院
テ
ク
ノ
ス
カ
レ
ッ
ジ
体
育
館
の

市
民
開
放
を
評
価
す
る
。
特
に
、
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
の

助
成
額
を
国
と
東
京
都
の
支
援
メ
ニ

ュ
ー
を
活
用
し
て
、
ほ
ぼ
倍
額
に
す

る
こ
と
は
「
最
初
の
一
歩
」
と
し
て

評
価
し
た
い
。
今
後
は
、
周
知
の
た

め
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
発
送
の
拡
大
、

戸
別
訪
問
の
実
施
な
ど
も
検
討
し
、

更
な
る
助
成
額
の
増
額
を
考
慮
し
て

ほ
し
い
。
以
上
の
点
に
つ
い
て
留
意

す
る
こ
と
を
求
め
賛
成
す
る
。

 　

９
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会（
岸
田
正
義
委
員
長
）

に
付
託
し
、
９
月　

日
、　

日
の
計

１３

２０

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
出
予
算
の
内
容
は
、
給
与
条
例

の
改
定
に
よ
り
勤
勉
手
当
の
年
間
支

給
月
数
の
引
上
げ
を
行
う
た
め
「
職

員
人
件
費
そ
の
他
」（
４
千　

万
３
千

６６１

円
）
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

　

９
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

片
山　

薫
（
市
民
カ
エ
ル
）

　

こ
れ
ま
で
職
員
給
与
に
関
し
、
正

規
職
員
の
給
与
や
手
当
を
見
直
し
て

非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
を
す
べ
き

と
求
め
て
き
た
が
、
他
市
と
の
格
差

が
開
い
た
事
態
は
是
正
す
べ
き
で
あ

る
。
相
談
業
務
な
ど
、
継
続
的
長
期

的
な
支
援
が
必
要
で
、
資
格
の
あ
る

正
規
職
員
し
か
担
え
な
い
業
務
に
対

し
、
非
正
規
化
を
進
め
る
こ
と
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
き
、
市

役
所
へ
の
信
頼
を
失
う
こ
と
に
つ
な

が
る
。
非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善
と
、

や
み
く
も
な
非
正
規
化
や
民
間
委
託
、

民
営
化
は
か
え
っ
て
行
革
に
つ
な
が

ら
な
い
た
め
見
直
し
を
求
め
る
。

 　

９
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会（
小
林
正
樹
委
員
長
）

に
付
託
し
、
９
月　

日
、　

日
の
計

１２

２０

２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
条
例
は
、
平
成　

年
第
１
回
定

３０

例
会
に
お
い
て
、
東
京
都
人
事
委
員

会
勧
告
等
を
踏
ま
え
、
市
長
か
ら
職

員
の
勤
勉
手
当
年
間
支
給
額
０
・
２

平
成　

年
度
一
般
会
計

３０

補
正
予
算
（
第
３
回
）

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

か
月
分
の
引
上
げ
を
含
む
議
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
員
か
ら
そ
の

引
上
げ
分
を
除
く
修
正
案
が
提
案
さ

れ
可
決
し
た
こ
と
か
ら
、
市
長
か
ら

改
め
て
０
・
２
か
月
分
を
引
き
上
げ
、

４
・
５
か
月
分
と
す
る
も
の
で
す
。

　

９
月　

日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

２５

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

　

本
議
案
は
第
１
回
定
例
会
で
は
否

決
、
予
算
に
対
し
組
替
え
動
議
が
提

出
さ
れ
、
第
２
回
定
例
会
で
は
市
長

自
ら
予
算
か
ら
削
除
し
た
も
の
と
同

じ
職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
ア
ッ
プ
の
提
案

で
あ
る
。
担
当
委
員
会
で
は
慎
重
審

査
の
た
め
の
、
資
料
要
求
も
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
同
定
例
会
に

保
育
園
民
営
化
が
２
年
遅
れ
る
と
報

告
さ
れ
、
議
案
の
提
案
姿
勢
を
疑
わ

れ
る
。
人
件
費
や
職
員
数
も
増
え
て

お
り
、
過
去
の
小
金
井
市
に
戻
る
危

惧
も
あ
る
。
第
１
回
定
例
会
と
何
ら

状
況
が
変
わ
ら
ず
、
行
革
の
動
き
も

遅
い
こ
と
か
ら
本
議
案
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

鈴
木
成
夫
（
み
ら
い
）

　

賛
成
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
虚

総
務
副
大
臣
通
知
に
も
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
、
公
務
員
給
与
の
適
正
維

持
の
た
め
、
情
勢
適
応
・
均
衡
の
原

則
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
許
多

摩　

市
の
う
ち
本
市
だ
け
が
低
い
現

２６
状
は
、
均
衡
の
原
則
に
照
ら
し
て
不

適
切
な
状
況
で
あ
る
こ
と
。
距
他
市

が
様
々
な
知
恵
を
凝
ら
し
て
優
秀
な

人
材
確
保
の
努
力
を
し
て
い
る
現
状

で
、
本
市
の
職
員
採
用
試
験
申
込
者

数
の
減
少
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
他
市
同
様
の
給
与
水
準
を
維

持
す
る
重
要
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

　

反
対
の
理
由
は
次
の
と
お
り
。
虚

職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
を
０
・
２
か
月
分

引
き
上
げ
、
必
要
な
財
源
は
約
５
千

万
円
の
巨
額
。
許
西
岡
市
長
就
任
後
、

総
額
人
件
費
は
拡
大
の
一
途
。
市
長

公
約
「
人
件
費
削
減
」
に
明
確
に
反

す
る
。
距
職
員
の
給
与
等
の
最
高
額

は
千　

万
円
。
更
に
引
き
上
げ
て
千

２８７

　

万
円
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
到

３６６底
思
え
な
い
。
鋸
市
民
の
個
人
市
民

税
額
は
減
少
。
生
活
は
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
生
活
保
護
も
拡
大
傾
向
。

漁
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
財
政
措
置
は
、

多
摩　

市
と
の
比
較
で
最
低
水
準
。

２６

教
育
費
は　

位
、
民
生
費
は　

位
。

２６

２５

賛
成
討
論
（
要
旨
）

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

近
隣
市
と
比
較
す
る
と
本
市
の
職

員
の
初
任
給
年
額
は
、
約
４
万
円
か

ら
７
万
円
少
な
い
。
昨
今
、
一
般
企

業
の
採
用
競
争
は
熾
烈
を
極
め
、
優

秀
な
人
材
確
保
に
各
企
業
が
躍
起
に

な
っ
て
い
る
。
組
織
を
強
く
す
る
た

め
に
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
重
要
だ
が
、
人
材
育
成
の
入
口

と
し
て
最
も
重
要
な
の
は
「
採
用
」

で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
職
員
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
、
将
来
の
組
織
活
動

の
成
果
を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
え

る
。
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
そ
の

給
料
に
見
合
っ
た
仕
事
を
し
て
も
ら

う
と
い
う
考
え
の
も
と
、
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

　

か
つ
て
本
市
の
人
件
費
は
一
般
会

計
予
算
の
３
分
の
１
を
占
め
、　

億
１００

円
を
超
え
て
い
た
。
し
か
し
、
時
間

は
か
か
っ
た
が
、
現
在
は
都
の
給
料

表
に
準
拠
し
、
１
人
当
た
り
の
給
料

は
「
他
市
並
み
」
と
な
っ
た
。
本
市

は
他
市
と
比
べ
て
財
政
規
模
が
小
さ

く
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
は
他
市
よ
り
劣

る
。
民
間
で
は
業
績
の
悪
い
会
社
の

社
員
の
ボ
ー
ナ
ス
は
低
い
の
が
実
態

で
あ
る
。
本
市
の
職
員
の
期
末
勤
勉

手
当
が
他
市
よ
り
低
い
こ
と
は
当
然

と
発
言
し
て
き
た
が
、
そ
の
責
任
は

経
営
者
で
あ
る
市
長
に
あ
る
と
考
え

を
変
え
た
。
よ
っ
て
、
賛
成
す
る
。


